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②　【特集】府内最大級にして謎多き山城“八木城”
⑧　行政トピックス

・令和２年南丹市消防団出初式
・令和元年度南丹市表彰式
・令和２年南丹市成人式　ほか

⑭　活躍する南丹市の人びと

⑯　人・この道☆ひと筋

⑰　景観の小窓

⑱　南丹市地域おこし協力隊レポート／福祉とわたし

⑲　食は、ひとづくり、まちづくり

⑳　いきいき南丹

㉑　人権の窓／ふ・れ・あ・い

㉒　図書館へようこそ!／暮らしにホッと

㉓　ぶらりなんたん

㉔　みんなのひろば　　　　　　　　　
・第２回南丹まちゼミナール
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㉖　なんたんミュージアム／わが家のアイドル

今月の表紙
　2月20日、京の森林文化を守り
育てる事業の一環として、城山に
史跡立札や「パノラマ案内板」を設
置。八木町観光協会が主体とな
り、八木町南地区自治会の協力を
得てその完成を喜びました。
　登山者にも眼下に広がる素晴ら
しい景色が良くわかり、喜ばれる
でしょう。

府
内
最
大
級
に
し
て

　
謎
多
き
山
城“
八
木
城
”



▲八木城跡から見る八木町の眺望
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府
内
で
最
大
級
の
八
木
城

　

全
国
的
に
お
城
や
戦
国
時
代
ブ
ー
ム
が
到
来

し
て
い
る
今
、
南
丹
市
に
お
い
て
も
地
域
の
歴

史
や
城
跡
を
再
発
見
し
、
活
用
す
る
事
例
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
戦
国
時
代
、
群
雄
割
拠
の
時

世
は
南
丹
地
域
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

今
回
は
、
戦
国
時
代
に
勢
力
を
振
る
っ
た
内

藤
一
族
と
、
そ
の
居
城
で
京
都
府
内
で
も
最
大

規
模
を
誇
る「
八
木
城
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。戦

国
期
の
丹
波
の
動
向

　

室
町
幕
府
は
、
将
軍
を
頂
点
と
し
て
地
方
に

守
護
を
置
き
、
幕
府
の
命
令
を
各
地
に
伝
達
・

実
行
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
応
仁
の

乱
以
降
幕
府
の
権
力
が
弱
ま
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
各
地
に
自
ら
の
地
域
の
支
配
を
進
め
る
戦

国
大
名
が
登
場
し
ま
す
。
武
田
信
玄
や
毛
利
元

就
、
織
田
信
長
も
そ
う
い
っ
た
経
緯
を
経
て
後

に
戦
国
大
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

丹
波
の
地
域
に
は
、
丹
波
一
国
を
治
め
る
よ

う
な
戦
国
大
名
は
登
場
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

三
好
政
権
下
で
丹
波
地
方
の
覇
権
を
目
指
し
た

人
物
が
い
ま
す
。
そ
れ
が
八
木
城
を
拠
点
と
し

て
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
内な
い

藤と
う

宗そ
う

勝し
ょ
うで
す
。

広報なんたん2・3月号3
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猛
将
・
内
藤
宗
勝

　

内
藤
宗
勝
は
、
も
と
は
松ま
つ
な
が
な
が
よ
り

永
長
頼
と

い
い
、
畿
内（
近
畿
地
方
）を
治
め
て
い

た
三み

好よ
し

長な
が

慶よ
し

の
有
力
家
臣
で
あ
る
松
永

久ひ
さ

秀ひ
で

の
弟
で
す
。
宗
勝
は
、
代
々
丹
波

守
護
代
だ
っ
た
内
藤
家
に
婿
入
り
す
る

形
で
家
系
を
継
ぎ
、
以
降
十
数
年
に
わ

た
っ
て
丹
波
地
方
の
統
治
を
目
指
し
ま

し
た
。
三
好
氏
は
家
臣
や
一
族
を
近
国

に
派
遣
し
、
各
国
を
制
圧
し
よ
う
と
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
宗
勝（
長
頼
）の

世
襲
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

　

宗
勝
は
丹
波
の
み
な
ら
ず
、
河
内
、

若
狭
、
大
和
に
て
軍
事
活
動
を
展
開
し

敵
対
す
る
勢
力
の
制
圧
に
乗
り
出
し
ま

す
。

　

し
か
し
永
禄
８（
１
５
６
５
）年
、

「
丹
波
の
赤
鬼
」と
恐
れ
ら
れ
た
荻お
ぎ

野の

（
赤あ
か

井い

）直な
お
ま
さ正
と
の
戦
い
の
中
討
死
し
ま

す
。
宗
勝
の
死
に
よ
り
、
再
び
畿
内
は

自
ら
の
勢
力
拡
大
を
目
指
す
武
将
が
台

頭
し
、
混
乱
期
を
迎
え
ま
す
。

　

も
し
宗
勝
が
死
な
ず
、
さ
ら
に
勢
力

を
拡
大
し
て
い
れ
ば
、
い
ず
れ
は
丹
波

国
一
帯
を
治
め
る
武
将
と
な
っ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

戦
国
時
代
を
生
き
抜
い
た

内
藤
ジ
ョ
ア
ン

　

宗
勝
の
後
を
継
い
だ
息
子
・
内
藤
如

安（
貞さ
だ

弘ひ
ろ

）（
以
下「
ジ
ョ
ア
ン
」）は
、
15

歳
頃
に
家
臣
ら
と
共
に
キ
リ
ス
ト
教
に

入
信
し
、
以
降
ジ
ョ
ア
ン
と
い
う
洗
礼

名
を
名
乗
り
キ
リ
シ
タ
ン
武
将
と
し
て

父
・
宗
勝
と
同
じ
く
八
木
城
を
拠
点
に

活
動
し
ま
し
た
。
信
長
と
足あ
し

利か
が

義よ
し

昭あ
き

の

関
係
が
良
好
で
あ
っ
た
頃
、
ジ
ョ
ア
ン

は
信
長
か
ら
支
援
を
受
け
、
衰
退
し
て

い
た
内
藤
氏
の
再
興
を
図
り
転
戦
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

元
亀
４（
１
５
７
３
）年
、
そ
れ
ま
で

協
調
関
係
に
あ
っ
た
信
長
と
義
昭
が
対

立
す
る
と
、
ジ
ョ
ア
ン
は
義
昭
側
に
つ

き
ま
す
。
義
昭
が
信
長
と
の
戦
い
に
備

え
支
援
を
呼
び
か
け
た
際
に
は
、
ジ
ョ

ア
ン
は
十
字
架
が
描
か
れ
た
旗
と
、
大

き
く
イ
エ
ズ
ス
会
の
金
文
字
の
前
立
て

を
つ
け
た
兜
を
身
に
着
け
参
じ
た
こ
と

が
、
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
手

紙
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
反
信
長
を
掲

げ
た
義
昭
で
す
が
、
同
年
つ
い
に
信
長

に
攻
め
ら
れ
京
都
か
ら
追
放
さ
れ
ま
し

た
。光

秀
の
丹
波
攻
略

　

天
正
３（
１
５
７
５
）年
、
信
長
は
義

昭
側
に
つ
い
た
内
藤
氏
と
宇
津
氏
を
討

伐
す
る
た
め
に
、
明
智
光
秀
に
丹
波
攻

略
を
指
示
し
、
八
木
城
は
攻
撃
対
象
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
内
藤
一
族

は
丹
波
地
方
で
の
力
を
失
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
時
、
光
秀
が
攻
略
拠
点
と
し

て
築
い
た
城
が
亀
山
城
で
す
。

内藤宗勝（？〜 1565）

▲三好内藤勢力図

内藤勢力範囲

三好勢力範囲

大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」で

吉
田
鋼
太
郎
さ
ん
演
じ
る
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北ペ
キ
ン京
、
加
賀
、

マ
ニ
ラ
で
の
足
跡

　

光
秀
に
よ
る
攻
略
時
に
八
木
城
か

ら
離
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
ジ
ョ

ア
ン
は
、
天
正
９（
１
５
８
１
）年
に

は
、
義
昭
の
い
る
鞆と
も（
広
島
県
）に
い
る

こ
と
が
記
録
に
よ
り
判
明
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
前
後
の
動
向
は
不
明
で
す
。

そ
し
て
豊
臣
政
権
に
入
っ
た
文
禄
３

（
１
５
９
４
）年
頃
、
全
国
統
一
を
果
た

し
た
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
出
兵
の
際
、
ジ

ョ
ア
ン
は
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
あ
る
小こ

西に
し

行ゆ
き

長な
が

に
仕
え
て
お
り
、
文
禄
の
役

（
１
５
９
２
〜
93
）に
お
け
る
明
と
の
和

平
交
渉
の
任
に
つ
い
て
、
北
京
へ
と
派

遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

慶
長
５（
１
６
０
０
）年
、
関
ヶ
原
の

戦
い
が
起
こ
り
、
徳
川
家
康
率
い
る
東

軍
が
勝
利
す
る
と
、
小
西
行
長
は
処
刑

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
主
を
失
っ
た
ジ

ョ
ア
ン
は
同
じ
キ
リ
シ
タ
ン
の
高た
か

山や
ま

右う

近こ
ん

を
頼
り
、
右
近
の
い
る
加
賀
の
前
田

氏
の
元
へ
身
を
寄
せ
ま
す
。

　

ジ
ョ
ア
ン
は
生
涯
信
仰
を
捨
て
ず
、

慶
長
19（
１
６
１
４
）年
、
幕
府
に
よ
っ

て
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
が
出
さ
れ
る

と
、
高
山
右
近
ら
と
共
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
マ
ニ
ラ
へ
追
放
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
ジ
ョ
ア
ン
は
そ
こ
で
長
く
生
き
延

び
、
寛
永
３（
１
６
２
６
）年
、
77
歳
で

そ
の
波
乱
に
満
ち
た
人
生
を
終
え
ま
し

た
。ジ

ョ
ア
ン
を
し
の
ぶ
顕
彰
碑

　

八
木
城
跡
の
ふ
も
と
に
は
高
さ
１
ｍ

ほ
ど
の
十
字
架
を
模
し
た
石
碑
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
57（
１
９
８
２
）

年
に
、
ふ
る
さ
と
の
偉
人
で
あ
る
ジ
ョ

ア
ン
を
し
の
ん
で
八
木
城
研
究
会
が
建

て
た
顕
彰
碑
で
す
。
同
じ
も
の
が
、
マ

ニ
ラ
の
教
会
に
も
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
建
立
を
契
機
に
旧
八
木
町
で

は
、
マ
ニ
ラ
市
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま

し
た
。

丹
波
が
誇
る
山
城 

八
木
城
跡

　

八
木
城
は
、
八
木
駅
の
南
東
部
に
位

置
す
る
山
城
で
す
。
南
北
約
９
０
０
ｍ
、

東
西
約
７
０
０
ｍ
。
一
部
が
亀
岡
市
に

ま
た
が
る
広
域
な
山
城
は
、
京
都
府
下

で
も
最
大
級
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
守
護
代
内
藤
氏
の
居
城
で

あ
り
八
上
城
、
黒
井
城
と
な
ら
ぶ
丹
波

三
大
山
城
に
数
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
在

で
は
登
山
道
の
整
備
に
よ
り
、
約
40
分

程
度
で
手
軽
に
登
れ
る
山
城
と
し
て
多

く
の
歴
史
フ
ァ
ン
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
山
頂
か
ら
放
射
状
に
広
が
る
曲
輪

や
防
備
の
た
め
の
堀
切
、
石
垣
も
見
ら

れ
、
頂
上
部
か
ら
は
、
八
木
大
堰
橋
や

亀
岡
盆
地
を
見
渡
す
眺
望
が
楽
し
め
ま

す
。

今
後
の
調
査
に
期
待

　

八
木
城
の
興
亡
に
つ
い
て
は
、
同
年

代
史
料
が
な
く
正
確
な
こ
と
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、「
細
川
高
国
感
状
」と
い
う

文
書
に
記
さ
れ
た「
八
木
山
合
戦
」が
八

木
城
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
遅
く
と
も

16
世
紀
前
半
に
は
城
郭
と
し
て
機
能
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
内
藤
宗

勝
、
ジ
ョ
ア
ン
も
い
た
丹
波
国
の
重
要

拠
点
で
あ
っ
た
八
木
城
は
、
天
正
３

（
１
５
７
５
）年
、
信
長
に
よ
る
丹
波
攻

め
の
対
象
と
な
り
、
の
ち
に
落
城
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
〜
平
成
３（
１
９
８
９
〜

１
９
９
１
）年
に
か
け
て
、
京
都
縦
貫

道
の
開
発
に
と
も
な
い
八
木
城
の
一
部

を
発
掘
し
た
際
に
は
、
碁
石
や
硯
な
ど

の
出
土
遺
物
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
頂
上
の
本
丸
を
含
む
大
部
分

は
未
だ
発
掘
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

南
丹
市
教
育
委
員
会
は
、
今
後
こ
の
貴

重
な
八
木
城
を
史
跡
と
し
て
文
化
財
指

定
す
る
た
め
、
城
跡
全
体
の
本
格
的
な

発
掘
調
査
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

丹
波
の
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
い
ま
だ
不
明
な
部
分
も
多
い

八
木
城
。
今
後
の
調
査
に
よ
り
新
た
な

歴
史
的
事
実
が
判
明
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

▲�「ジョアン内藤飛騨守忠俊 ゆかり之地」と刻ま
れた碑

▲三大山城に数えられる八木城跡
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◆�

戦
国
時
代
の
城
…
「
城
」と
い
う
と

姫
路
城
な
ど
の
立
派
な
天
守
を
イ
メ

ー
ジ
し
ま
す
が
、
戦
国
時
代
の
大
半

の
城
は
山
を
削
り
、
土
を
盛
り
上
げ

た
山
城
で
し
た
。

◆�

曲く
る
わ輪
…
城
に
あ
る
広
場
や
区
画
の
こ

と
。
山
な
ど
斜
面
に
城
を
建
て
る
場

合
は
、
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
斜
面
を

平
ら
に
整
え
て
造
ら
れ
ま
す
。

◆�

本ほ
ん

丸ま
る

…
「
丸
」と
は
曲
輪
の
こ
と
で
、

城
の
中
心
に
あ
る
曲
輪
を「
本
丸
」と

い
い
ま
す
。
二
の
丸
や
三
の
丸
な
ど

も
設
け
ら
れ
、
方
向
か
ら
名
付
け
た

西
の
丸
な
ど
の
呼
称
も
用
い
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

京都縦貫自動車道

　

平
成
31
年
３
月
18
日
、
無
人
航
空
機
・
ド
ロ
ー

ン
を
用
い
て
、
赤
外
線
に
よ
る
地
形
測
量
を
行
い

ま
し
た
。
八
木
城
跡
の
地
形
が
よ
り
鮮
明
と
な
り
、

戦
国
時
代
の
面
影
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
城
フ
ァ
ン
必
見
！
登
っ
て
み
よ
う

　
　
　
八
木
城

山
城
豆
知
識

八木町側
登山口

内藤土佐守

対面所

本
丸
跡
ま
で
の
ル
ー
ト

本丸二の丸

西の丸

妙見宮

北の丸
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◆�

堀ほ
り

・
堀ほ
り

切き
り

…
城
や
曲
輪
の
周
り
を
囲

む
よ
う
に
掘
っ
た
溝
で
、
敵
の
侵
入

を
防
ぐ
目
的
が
あ
り
ま
す
。
水
の
あ

る「
水
堀
」や
水
の
な
い「
空か
ら

堀ぼ
り

」が
あ

り
ま
す
。

◆
石い
し

垣が
き

…
石
を
積
み
上
げ
て
作
っ
た
壁

で
す
。
中
世
の
城
の
壁
は
土
を
高
く
持

っ
た
土ど

塁る
い

が
大
半
で
す
が
、
近
世（
織

田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
以
降
の
時
代
）に

な
る
と
、
石
を
積
ん
で
丈
夫
で
崩
れ
に

く
い
壁
に
進
化
し
て
い
き
ま
す
。

　眼下には亀岡盆地が広がります。

　江戸時代に山争いをした時に作
成された絵図です。図中には城跡
も詳細に描かれており、後年の人
びとにも、この場所が城跡と認知
されていたことが分かります。

本丸跡八木城跡　登山をされる方へ
　城山遊歩道の大半は山道です。急斜面など
危険な場所もありますので、しっかりとした
服装・靴でお越しください。

＜注意事項＞
・登山中は禁煙です。
・�山野の植物を折ったり、引き抜いたりしな
いで下さい。
・�体力に自信のない方、体調のすぐれない方
などは登山をお控えください。
・ゴミは持ち帰ってください。
・�他の山林に立ち入らないよう、城山の環境
保護に努め、登山を楽しんでください。

＜アクセス＞
JR嵯峨野線「八木駅」下車　徒歩約1㎞
登山口周辺には駐車場がありませんので、公
共交通機関をご利用ください。

▲各所で見られる堀切▲本丸付近に現存する石垣

八木村・柴山村山論裁許絵図（部分）
　　　　　　　　　南丹市立文化博物館蔵

妙見宮

登山口
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Topics

　
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

【
八
木
】
分
団
長
▽
廣
瀬 

薫

【
日
吉
】
分
団
長
▽
坂
本 

暁
人

勤
功
章

【
園
部
】
分
団
長
▽
塚
脇 

健

【
八
木
】
分
団
長
▽
西
田 

武
志

【
日
吉
】
分
団
長
▽
上
段 

順
弘

精
績
章

【�

園
部
】
部
長
▽
阪
田 

和
彦･

中
井 

雅

宏
【�

八
木
】
副
分
団
長
▽
田
村 

貢･

波
部 

吉
宏

【�

日
吉
】 

副
分
団
長
▽
近
藤 

慎
一
郎･

永
口 

智
治

【�

美
山
】
分
団
長
▽
小
畑 

幸
洋
／
副
分

団
長
▽
登
立 

修
史

精
勤
章

【�

園
部
】
副
分
団
長
▽
髙
屋 

智
之
／
班

長
▽
辻
田 

清
人･

森 

清
／
団
員
▽
今

西 

喜
宣･

野
々
口 

健
次

【�
八
木
】
部
長
▽
植
田 

剛･

松
本 

光

彦･
宅
間 

伸
二･

松
本 

勇
佑･

小
槻 

達
也

【�

日
吉
】
部
長
▽
𠮷
田 

智
也･

前
田 

辰

彦･

栃
下 
康
弘･

船
越 

耕
司･

松
原 

亮
二

【�

美
山
】
副
分
団
長
▽
田
中 

久
則･

加

藤 

孝
俊
／
部
長
▽
大
牧 
正
典･

小
中 

喜
之･

仲
田 

佳
史

■
南
丹
市
長
表
彰

市
長
章

【�

女
性
分
団
】
班
長
▽
大
西 

景
子
／
団

員
▽
村
上 

貴
子･

西
村 

智
子

【�

園
部
】
部
長
▽
松
井 

一
也
／
班
長
▽

潮
田 

貴
徳･

松
田 

升
善
／
団
員
▽
廣

野 

一
道･

福
地 

貴
彦･

矢
野 

毅･

村

田 

良
智･

松
本 

勝
巳･

中
井 

康
則

【�

八
木
】
部
長
▽
池
田 

利
明･

川
勝 

裕

介･

今
西 

芳
充･

宅
間 

伸
二･

松
本 

友
伸･

入
江 

健
次･

中
辻 

文
隆
／
班

長
▽
平
尾 

隆
裕
／
団
員
▽
谷
口 

雅

紀
【�

日
吉
】
班
長
▽
吉
田 

貴
弘
／
団
員

▽
松
尾 

勇
也･

磯
部 

勝･

松
尾 

望･

永
口 

真･

小
林 

剛

【�

美
山
】
部
長
▽
高
橋 

信
行
／
班
長
▽

大
秦 

学
／
団
員
▽
長
田 

充
真･

木
戸 

悟･

東 

晋
也

■
南
丹
市
消
防
団
長
表
彰

団
長
章

【�

園
部
】
部
長
▽
井
上 

和
人
／
班
長

▽
垣
村 

宏
明･

井
ノ
上 

大
悟･

井
上 

聡･

山
下 

裕
作･

片
山 

浩
史･

奥
村 

幸
裕
／
団
員
▽
野
口 

高
節･

木
村 

研
二･

梅
井 

雅
樹･

小
林 

崇
宏･

梅

木 

俊
介･

牧
野 

恭
平･

奥
村 

勇･

奥

村 

幸
祐･

大
町 

晃

【�

八
木
】
部
長
▽
谷
口 

卓
哉･

馬
渕 

−令和２年南丹市消防団出初式−

消防団員としての自覚と誇り、
責任を持って活動する

南
丹
市
消
防
団
出
初
式

　

１
月
12
日
、
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し

体
育
館
で
、
南
丹
市
消
防
団
３
５
７
人

と
、
京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
園
部
消

防
署
47
人
が
参
加
し
、
南
丹
市
消
防
団

出
初
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
西
村
市
長
が「
近
年
の
災

害
は
大
規
模
化
し
て
お
り
、
消
防
団
の

活
動
を
地
域
全
体
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
け
る
体
制
づ
く
り
や
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
め
、
消
防
防
災
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
中
島
団
長
が

「
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
を
地
域
に
訴

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
消
防
団
活
動

に
あ
た
っ
て
も
、
二
次
災
害
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
十
分
安
全
に
配
慮
し
、
活

動
い
た
だ
き
た
い
。
地
域
の
安
全
安
心

を
守
る
と
い
う
使
命
達
成
の
た
め
、
ワ

ン
チ
ー
ム
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」と
消
防
団
員
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
員
の
多
年
に
わ
た
る
勤
続

や
功
績
を
た
た
え
、
京
都
府
消
防
協
会

長
表
彰
、
南
丹
市
長
表
彰
、
南
丹
市
消

防
団
長
表
彰
な
ど
を
授
与
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
京
都
府
知
事
表
彰
、
消
防
庁

長
官
表
彰
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
、

丹
波
地
方
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰
の

受
章
者
を
披
露
し
ま
し
た
。
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坂
本 

昌
洋･

矢
原 

大
二
郎･

岩
城 

光

輝･

川
隅 

真
二･

中
村 

高
士

【�

美
山
】
分
団
長
▽
高
畑 

淳
司
／
部
長

▽
平
井 

幹
人
／
班
長
▽
岡
本 

眞
宜

／
団
員
▽
中
野 

修･

藤
原 

誉･

村
上 

豊
勤
続
章（
10
年
）

【�

園
部
】
副
分
団
長
▽
髙
屋 

智
之
／
班

長
▽
阪
本 

哲
也
／
団
員
▽
樋
口 

浩

之･

久
世 

拓
郎･

上
野 

大
祐･

伊
地
知 

聖
太･

高
屋 

克
博･

片
山 

迪
夫･

岡
野 

達
朗･

井
尻 

孝
文･

小
畠 

和
則･

岡
島 

賢
峰･

中
井 

康
則

【�
八
木
】
部
長
▽
大
内 

聡･

福
嶋 

達

也
・
住
田 

庄
平･

小
林 

一
洋･

平
井 

憲
太
／
班
長
▽
村
上 

明･

中
川 

正
大

･

平
野 
健
太
／
団
員
▽
川
勝 

晋
司･

粟
津 

勇
一･
川
勝 
満･

平
井 

啓
太･

森 

規
雄･

中
川 
慎
也･
浅
田 

洋
樹･

竹
上 

皓･

宅
間 

敬
悟･
葊
瀬 

朋
之･

田
中 

友
也･

八
木 

隆
晃･
伊
藤 

伸･

池
田 

寛
和･

西
村 

好
高･

三
觜 
泰
弘

･

明
田 

和
紀･

出
畑 

俊
一

【�

日
吉
】
団
員
▽
富
沢 

崇
志･

湯
浅 
結

城･

仲
川 

元･

仲
川 

真
一･

岩
城 

嘉

也･

和
久
田 

教
文･

井
尻 

均

【�

美
山
】
団
員
▽
加
地 

哲
也･

菅
井 

彰

人･

大
西 

勇･

佐
野 

誠
俊･

下
仲 

修

平･

坂
井 

祥
吾

■
京
都
府
知
事
表
彰（
令
和
元
年
11
月
）

永
年
勤
続
功
労
章

孝
則
／
班
長
▽
人
見 

一
範･

中
川 

正
大･

山
田 

剛･

八
木 

良
幸･

中
川 

恭
輔
／
団
員
▽
岡
﨑 

健
太
郎･

葊
瀬 

健
太
郎･
人
見 

太
一･

佐
々
谷 

博

司･

葊
瀨 
容
大･

松
本 

勇
気･

松
本 

啓
志･

家
垣 
聡
太

【�

日
吉
】
部
長
▽
塩
見 
猛
／
団
員
▽
湯

浅 

伸
彦･

黒 

伸
哉･
南
口 
貴
史･

近

藤 

聖
人･

谷
尾 

允
康･
渕
上 
吾
郎･

小
畠 

一
真･

齊
藤 

佑

【�

美
山
】
班
長
▽
岩
瀬 

周
作･
都
築 

健
一
／
団
員
▽
大
野 

琢
馬･

豊
福 

晶
己･

大
西 

勇･

丸
山 

剛･

佐
野 

誠

俊･

下
仲 

修
平･

福
井 

陽
太

勤
続
章（
20
年
）

【
本
部
】
副
団
長
▽
野
中 

大
樹

【�

園
部
】
副
団
長
▽
仲 

勝
／
分
団
長
▽

片
山 

卓
美
／
副
分
団
長
▽
矢
野 

善

大･

中
嶋 

了
士･

足
立 

伸
二
／
班
長

▽
神
原 

行
志
／
団
員
▽
四
方 

豊･

岡症

田 

紀
章･

保
田 

光
治･

山
下 

真
司･

野
中 

正
人･

澤
田 

貴
宣･

村
田 

良

智･

片
山 

利
充･

高
屋 

光
男･

吉
田 

孝
司･

中
西 

美
徳･

角 

豪
宏･

西
田 

茂
樹･

内
藤 

正
己

【��

八
木
】
分
団
長
▽
川
勝 

広
行
／
部

長
▽
八
田 

宜
典･

小
槻 

達
也
／
班
長

▽
梅
山 

陽
平
／
団
員
▽
丹
羽 

文
雄･

齊
藤 

博
之･

齊
藤 

和
則･

野
木 

真
行

･

所 

修
正･

林 

秀
隆･

森 

雅
彦･

八
木 

理
仁

【�

日
吉
】
部
長
▽
松
本 

修
己
／
団
員
▽

【
園
部
】
副
団
長
▽
仲 

勝

【
八
木
】
分
団
長
▽
松
崎 

正
樹

【
日
吉
】
分
団
長
▽
湯
浅 

啓
史

【
美
山
】
分
団
長
▽
平
川 

博
昭

精
励
章

【�

園
部
】
部
長
▽
上
原 

徹
也･

大
西 

一

生
／
団
員
▽
稲
葉 

貴
德･

谷
口 

誠
治

【�

八
木
】
副
分
団
長
▽
村
上 

裕
紀
／
部

長
▽
津
原 

慎･

宅
間 

真
一･

八
田 

宜

典
【�

日
吉
】
副
分
団
長
▽
杉
田 

秀
一･

榎

本 

洋
一･

井
尻 

智
道･

増
田 

哲
士

【�

美
山
】
副
分
団
長
▽
筒
井 

一
博
／
部

長
▽
大
下 

裕
宣･

西 

直
人･

藤
田 

敏

雄
■
消
防
庁
長
官
表
彰（
令
和
２
年
３
月
）

永
年
勤
続
功
労
章

【
園
部
】
副
団
長
▽
藤
掛 

久
士

【
美
山
】
副
団
長
▽
福
本 

修
三

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰 

（
令
和
２
年
3
月
）

功
績
章

【
女
性
分
団
】
副
分
団
長
▽
清
水 

範
子

【
美
山
】
副
団
長
▽
橋
本 

乾
一

精
績
章

【
園
部
】
分
団
長
▽
片
山 

卓
美

【
八
木
】
分
団
長
▽
水
口 

敏
明

【
日
吉
】
分
団
長
▽
吉
田 

忍

【
美
山
】
分
団
長
▽
近
澤 

幸
次

勤
続
章（
30
年
）

【�

園
部
】
副
分
団
長
▽
橋
本 

浩
二
／
班

長
▽
小
野
田 

裕
之
／
団
員
▽
高
屋 

一
成･

須
知 

猛･

奥
村 

和
彦･

進
士 

仁
一

【�

八
木
】
班
長
▽
谷
口 

丈
晴
／
団
員

▽
浅
田 

聡･

葊
瀬 

輝
明･

竹
上 

利

晴･

大
槻 

博
司･

家
垣 

卓
令･

前
田 

数
之･

谷
口 

成
敏･

小
森 

広
宣

【�

日
吉
】
部
長
▽
𠮷
田 

智
也
／
班
長
▽

澤
田 

茂
哲
／
団
員
▽
石
川 

信
人･

船

越 

和
幸･

久
野 

秀
一･

今
井 

二
郎･ 

兒
嶋 

利
彦･

山
口 

善
之･

磯
部 

朋

英･

筒
井 

成
美･

山
本 

伸
二･

芦
田 

竜
一･

藤
岡 

裕
英･

清
水 

寛･

宇
野 

一
俊

【
美
山
】
団
員
▽
岩
間 

利
昭

■
丹
波
地
方
消
防
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

（
令
和
２
年
１
月
）

功
労
表
彰

【�

園
部
】
部
長
▽
飯
室 

勝
祥
／
班
長
▽

森 

泰
彦･

神
原 

行
志
／
団
員
▽
村
田 

泰
伸･

西
田 

忠
明

【�

八
木
】
部
長
▽
西
河 

直
浩
／
班
長
▽

村
上 

真
吾
／
団
員
▽
佐
々
木 

達
也･

小
林 

和
幸･

岩
谷 

哲
也

【�

日
吉
】
班
長
▽
井
尻 

健
司･

木
村 

一

夫･

山
口 

健
太
郎･

出
野 

徹･

内
藤 

直
樹

【�

美
山
】
部
長
▽
大
牧 

正
典･

平
井 

幹

人･

上
仲 

宏
明･

山
名 

友
紀
／
班
長

▽
細
尾 

勝



10広報なんたん2・3月号

令
和
元
年
度
南
丹
市
表
彰
式

功
績
者
表
彰
（
9
人
）

　

２
月
15
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
多
年
に
わ
た

り
ご
活
躍
さ
れ
た
方
、
ま
た
、
南
丹
市

に
縁
故
の
深
い
方
で
、
市
政
の
発
展
や

公
共
の
福
祉
の
推
進
な
ど
に
、
広
く
社

会
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
た
た
え
、
令
和

元
年
度
南
丹
市
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

表
彰
式
で
は
、
出
席
さ
れ
た
４
人
に

名
誉
市
民
の
称
号
と
記
念
品
を
、
5
人

の
功
績
者
に
表
彰
盾
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

斤片か
た
野の

　
幸さ
ち
枝え 

さ
ん

　

市
民
の
人
権
擁
護
な
ら
び
に
人
権
啓

発
活
動
の
普
及
な
ど
、
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員

活
動
の
充
実
に
貢
献

木き

村む
ら

　
幸さ
ち
子こ 

さ
ん

　

旧
日
吉
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
な
ら

び
に
南
丹
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
日
吉

支
部
の
地
区
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献

田た

中な
か

　
博ひ
ろ
し 

さ
ん

　

旧
園
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
な
ら
び

に
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事
お

よ
び
副
会
長
・
会
長
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献

清し

水み
ず

　
玉た
ま
彦ひ
こ 

さ
ん

　

社
会
福
祉
法
人「
あ
け
ぼ
の
学
園
」の

職
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献

谷た
に
口ぐ
ち

　
幸こ
う
平へ
い 

さ
ん

　

社
会
福
祉
法
人「
京
都
太
陽
の
園
」の

職
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献

福ふ
く
村む
ら

　
貴た
か
之し 

さ
ん

　

社
会
福
祉
法
人「
あ
け
ぼ
の
学
園
」の

職
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献

船ふ
な
越こ
し

　
日ひ

出で

美み 

さ
ん

　

社
会
福
祉
法
人「
京
都
太
陽
の
園
」の

職
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献

森も
り

　
五さ

月つ
き 

さ
ん

　

社
会
福
祉
法
人「
あ
け
ぼ
の
学
園
」の

職
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献

八や

木ぎ

　
規の
り
子こ 

さ
ん

　

社
会
福
祉
法
人「
あ
け
ぼ
の
学
園
」の

職
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
賞
表
彰
に
て
受
賞
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
、
次
号
の
4
・
5
月
号
で
紹
介
し
ま
す

受
賞
者
の
皆
さ
ま

▲出席者の皆さんと記念撮影（左：名誉市民の皆さん　右：功績者の皆さん）
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故　藤
ふじ
林
ばやし
　益
えき
三
ぞう
　様

●明治40年8月26日生（平成19年4月逝去）／日吉町出身
受賞理由
　昭和45年7月に最高裁判所判事に就任。昭和51年5月から昭和52年8月まで最高
裁判所長官を務められ、適正な裁判の実現と円滑な司法の運営に寄与されまし
た。

受賞コメント（次男 藤林 道夫 様より）
　父（藤林益三氏）は幼い頃に父を亡くし、大変な苦労をしたと聞いています。
しかしながら、生まれ故郷から、いまだに父のことを忘れずに良くしていただ
き、感謝しています。
　父も今回の受賞を喜んでいると思います。

故　野
の
中
なか
　廣
ひろ
務
む
　様

●大正14年10月20日生（平成30年1月逝去）／園部町出身
受賞理由
　園部町議会議員、園部町長、京都府議会議員、京都府副知事を経て、昭和58年
8月に衆議院議員に当選。自治大臣・国家公安委員長、内閣官房長官、沖縄開発
庁長官を歴任され、地方行政及び国政の中枢として長年尽力されました。

受賞コメント（長女 河合 多恵子 様より）
　長年過ごした故郷から今回の表彰をいただき、父にも聞かせてあげたいと思
います。亡くなってから父の話を聞く機会も多くなり、よく頑張ってこられた
と実感しています。
　市民の皆様には、何かの折りに父を思い出していただけたらうれしいです。

馬
ま
渕
ぶち
　睦
むつ
夫
お
　様

●昭和21年1月21日生／八木町出身
受賞理由
　外務省に入省後、駐キューバ特命全権大使や駐ウクライナ兼モルドバ特命全権
大使を務められ、外交交渉や現地に滞在する自国民の保護など、世界を舞台に尽
力され、外務省退官後も執筆や講演活動にご活躍されています。

受賞コメント
　四季折々の村で育ち、風土や行事などの生活が私の基礎となっています。山
や川がある里山は世界でも数少なく、そこで営まれる生活が市への貢献、日本
の発展へとつながっていきます。今回の受賞と同時に、市民の皆さんも名誉市
民であると感じています。

宮
みや
本
もと
　茂

しげる
　様

●昭和27年11月16日生／園部町出身
受賞理由
　任天堂株式会社に入社後、スーパーマリオやゼルダの伝説、ドンキーコングなど
の人気ゲームの開発に携わられ、代表取締役専務を経て、平成27年9月からは代表取
締役フェローに就任。また、令和元年11月には文化功労者として顕彰されました。

受賞コメント
　私がもらって良いのかとお恥ずかしいですが、周りの皆でもらったものと感
じています。世界中の皆さんに楽しんでもらえたことは幸運でした。自分が幼
い頃に遊んだ山や川での体験、園部の空気が体に染みついてゲーム作りにつな
がっています。

名誉市民の皆さま
　令和元年12月20日、南丹市名誉市民条例の規定により、議会の同意を得て決定しま
した。受賞された4人には、南丹市初となる名誉市民の称号を贈りました。
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今
年
の
成
人
式
は
、
平
成
11
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
市
内
在
住
者
３
７
０
人
と
、
市
内

小
・
中
学
校
の
卒
業
生
な
ど
の
希
望
者

を
対
象
に
挙
行
し
ま
し
た
。

西
村
市
長
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
人
生

の
な
か
で
、
困
難
な
局
面
に
幾
度
と
な

く
出
会
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
そ
ん
な
時
に
人
と
の
つ
な
が
り

は
大
き
な
支
え
と
な
り
、
前
向
き
に

取
り
組
む
基
盤
と
な
り
ま
す
。
『
自
分

は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
』
と
自
信
を
持

ち
、
皆
さ
ん
の
大
切
だ
と
感
じ
た
つ
な

が
り
を
よ
り
大
き
く
育
み
、
喜
び
多
き

人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
新
成
人

を
祝
福
し
ま
し
た
。

ま
た
、
成
人
式
実
行
委
員
の
湯
浅
明

日
佳
さ
ん
が
新
成
人
を
代
表
し
て
、

「
今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
、

民
族
、
文
化
、
宗
教
の
違
い
を
超
え
て

世
界
が
一
つ
に
な
る
舞
台
で
す
。
私
た

ち
は
こ
の
よ
う
な
世
界
的
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
国
の
一
員
と
し
て
、
ま

た
、
令
和
最
初
の
新
成
人
と
し
て
の
誇

り
を
持
ち
、
誰
も
が
生
き
生
き
と
生
活

で
き
る
日
本
社
会
、
さ
ら
に
は
国
際
社

会
の
創
造
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
育
ん
で
く

れ
た
家
族
や
親
族
、
先
生
や
地
域
の

方
々
、
そ
し
て
何
よ
り
友
人
へ
の
感
謝

　

１
月
12
日
、
国
際
交
流
会
館
で
二
十
歳
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
を
挙
行
。
ス
ー

ツ
や
振
り
袖
、
羽
織
は
か
ま
姿
の
新
成
人
が
出
席
し
、
大
人
と
し
て
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
の
ほ
か
、
小
・
中
学
校
時
代
の
恩
師
も
式
典
に
出

席
さ
れ
、
新
成
人
の
前
途
を
祝
福
し
ま
し
た
。

「
感
謝
と
誇
り
と
決
意
を
心
に
刻
み

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
」

の
気
持
ち
と
、
ふ
る
さ
と
南
丹
市
で
生

ま
れ
育
っ
た
誇
り
、
そ
し
て
成
人
と
し

て
の
決
意
を
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
は
旧
友
や
恩
師
と
久
し
ぶ
り

の
再
会
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
近
況
や
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

①会場の様子
②記念撮影
③�なんたんテレビの取

材に応える新成人
④旧友や恩師と談笑

①②

④ ③

︱
決
意
を
新
た
に
２
５
１
人
が
出
席
・
令
和
２
年
南
丹
市
成
人
式
︱

▶
市
長
へ
誓
い
の
言
葉
を
贈
る
湯ゆ

浅あ
さ

明あ

日す

佳か

さ
ん

◀式辞を述べる西村市長

▲記念品を受け取る大
おお

町
まち

哲
てつ

也
や

さん

成
人
式
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
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ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
に
期
待

―
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
取
扱
事
業
者
募
集
説
明
会
―

　

２
月
13
日
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
を
取
り
扱
う
事
業
者
に
向
け
た
説
明

会
を
市
役
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
20
年
か
ら「
ふ
る
さ

と
南
丹
応
援
寄
附
金
」を
開
始
。
平
成

30
年
か
ら
は
百
貨
店
の
高
島
屋
と
提
携

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
取
り

扱
う
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ

ョ
イ
ス
」に
掲
載
し
、
運
用
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
度
、
新
た
に
窓
口
を
広
げ

よ
う
と「
さ
と
ふ
る
」と「
さ
と
い
こ
」を

追
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
返
礼
品
を
出

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
元
気
に

―
南
丹
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

臨
時
総
会
・
全
員
研
修
会
―

　

２
月
12
日
、
南
丹
市
民
生
児
童
委
員

協
議
会
の
臨
時
総
会
お
よ
び
全
員
研
修

会
を
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
総
会
で
は
新
役
員
で
の
体
制

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
は「
複
雑
な
福
祉
制
度
は
行
政

職
員
で
も
理
解
す
る
の
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
が
あ
る
。
一
人
で
悩
ま
ず
疑
問

が
あ
れ
ば
、
行
政
に
頼
っ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
委

員
の
皆
さ
ん
が
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

品
す
る
事
業
者
に
向
け
た
説
明
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
さ
と
ふ
る
」は
会
員
登
録
数
が
3
4
0 

万
人（
令
和
元
年
12
月
現
在
）と
、
利
用

者
が
多
い
サ
イ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
ふ

る
さ
と
納
税
収
入
の
増
加
や
返
礼
品
を

通
し
た
市
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
期
待
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
運
用
は
４
月
中
頃
か

ら
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
さ
と
い
こ
」は
食
事
や
宿
泊
な
ど
の

体
験
型
の
返
礼
品
の
み
を
掲
載
す
る
サ

イ
ト
で
、
納
税
さ
れ
た
方
に
は
南
丹
市

へ
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
職
種
が
異
な
る
事
業
者
ら
と

肩
を
並
べ
、
返
礼
品
開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

●
返
礼
品
の
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

地
域
振
興
課（
℡
0
7
7
1
─
6
8
─
0
0
1
9
）

先
進
事
例
に
学
ぶ
徴
収
の
戦
略

―
債
権
管
理
研
修
会
―

　

１
月
17
日
、
市
役
所
で
税
金
な
ど
を

徴
収
す
る
職
員
に
対
し
、債
務
管
理
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。寝
屋
川
市
役
所

で
長
年
滞
納
整
理
に
取
り
組
ま
れ
、「
地

方
公
務
員
が
本
当
に
す
ご
い
！
と
思
う

地
方
公
務
員
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
８
」を

受
賞
さ
れ
た
岡お
か

元も
と

譲じ
ょ
う

史じ

さ
ん
を
講
師
に

招
き
、「
滞
納
整
理
の
価
値
と
戦
略
」を

テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
岡
元
さ
ん
自
身
が
経
験

さ
れ
た
差
押
現
場
で
の
話
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
方
法
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、

「
滞
納
が
な
い
と
い
う
当
た
り
前
の
状

況
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
」と
話
さ

れ
ま
し
た
。

▲ワークショップで意見を交わす参加者

▲運用方法などの説明を聞く参加者

▲軽快に話す岡元さん

▲総会で承認された新役員ら
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を
年
間
11
回
と
、
キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
を
年
間
34
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
科
授
業
を
60
人
、
キ
ッ
ズ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を
19
人
が
受
講
し
て
い

ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法
人
摩
気
高
山
の
郷
振
興

会
理
事
長
の
谷た

に

義よ
し

治は
る

さ
ん
は
、「
今
ま
で

培
っ
て
き
た
地
域
力
に
よ
っ
て
受
賞
で
き

た
も
の
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

た
ち
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

同
少
年
団
本
部
長
を
務
め
る
中な

か

村む
ら

裕ひ
ろ

予よ

さ
ん
は
、「
合
併
以
前
か
ら
積
極
的
に
活

動
を
さ
れ
て
き
た
指
導
者
や
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
」と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
近
年
は
子
ど
も
の
運
動
嫌
い

や
ゲ
ー
ム
に
熱
中
す
る
子
が
多
い
と
言

わ
れ
る
中
、「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
観

点
か
ら
、
将
来
大
人
に
な
っ
て
高
齢
者

に
な
る
ま
で
の
基
礎
的
な
体
づ
く
り
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
て
ほ
し
い
。
特

に
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
と
呼
ば
れ
る

運
動
能
力
が
発
達
し
や
す
い
５
歳
か
ら

12
歳
ま
で
に
は
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」と
今

後
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

活
躍
す
る
南
丹
市
の
人
び
と

市
民
の
皆
さ
ん
が
活
躍
す
る
南
丹
市
に

。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

▲市理事者らに受賞報告をする摩気高山子ども未来
塾の皆さん

▲西村市長（中）と木村教育長（左）へ受賞報告する中
村本部長（右）

　

12
月
２
日
、
南
丹
市
園
部
町
の
摩
気

地
区
の
住
民
で
つ
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法

人「
摩
気
高
山
の
郷
振
興
会
」と
南
丹
市

教
育
委
員
会
が
旧
摩
気
小
学
校
で
開
い

て
い
る
摩
気
高
山
子
ど
も
未
来
塾
が
、

地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進
に
係
る
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

摩
気
高
山
子
ど
も
未
来
塾
は
、
小
学

校
が
廃
校
に
な
っ
て
も
地
域
で
子
ど
も

を
見
守
り
続
け
た
い
と
い
う
住
民
の
声

を
基
に
、
国
や
京
都
府
の
補
助
金
制
度

を
活
用
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
小
学

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
を
対
象
に
、

本
物
に
触
れ
る
感
動
あ
る
体
験
を
目
指

し
、
多
く
の
外
国
人
を
迎
え
る
国
際
交

流
会
を
は
じ
め
、
知
的
好
奇
心
に
迫
る

さ
ま
ざ
ま
な
授
業
を
用
意
さ
れ
、
国
語
・

算
数
・
理
科
を
中
心
と
し
た
本
科
授
業

地
域
学
校
協
働
活
動
に
尽
力

　
文
部
科
学
大
臣
表
彰
　
受
賞

摩
気
高
山
子
ど
も
未
来
塾

　

11
月
27
日
、
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
京
都
府
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
等
表

彰
式
で
、
京
都
府
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
同
少
年
団
に
は
サ
ッ
カ
ー
や
野

球
な
ど
の
22
団
体
、
約
５
０
０
人
の
小
中

学
生
が
所
属
し
て
お
り
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
や
平
成
26
年
に
立
ち
上
げ
た
約

１
５
０
人
の
指
導
者
ら
で
つ
く
る
協
議
会

で
の
活
動
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
府
青
少
年
健
全
育
成
に
尽
力

　
　
京
都
府
知
事
表
彰
　
受
賞

南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
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▲梅原委員長（右）から感謝状を受け取る田中さん（左）

▲役員の皆さんと記念撮影

▲木村教育長へ報告する村田校長（左）

　

昨
年
は
、
明
治
22
年
２
月
11
日
に
衆

議
院
議
員
選
挙
法
が
公
布
さ
れ
て
か
ら

１
３
０
周
年
に
当
た
る
年
で
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
選

挙
の
管
理
執
行
に
精
励
し
、
ま
た
は
選
挙

制
度
の
研
究
お
よ
び
普
及
な
ど
民
主
政
治

の
確
立
の
た
め
に
尽
く
し
、
顕
著
な
功
績

を
挙
げ
ら
れ
た
方
々
に
対
し
て
、
総
務
大

臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

南
丹
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
を
務
め

る
田
中
貞
雄
さ
ん
が
、
そ
の
受
賞
者
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
、
京
都
府
公
館
に
て
、
そ
の

伝
達
式
が
開
催
さ
れ
、
京
都
府
選
挙
管
理

委
員
会
の
梅う

め

原は
ら

勲い
さ
お

委
員
長（
当
時
）か
ら
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
山
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

交
通
安
全
教
室
や
自
転
車
教
室
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
警
察
な
ど
が
連
携
し
た
登
下
校
指
導
、

あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
を
実
施
さ
れ
て
お

り
、
学
校
再
編
以
前
か
ら
の
取
り
組
み
を

継
続
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
る
活
動
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

村む
ら

田た

冨ふ

三み

昭あ
き

校
長
は「
今
後
も
活
動
を

通
し
て
、
安
心
安
全
の
学
校
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
選
挙
管
理
に
尽
力

　
総
務
大
臣
感
謝
状
　
受
賞

交
通
事
故
防
止
や
啓
発
に
尽
力

全
日
本
交
通
安
全
協
会
　
会
長
表
彰
受
賞

南
丹
市
選
挙
管
理
委
員
会

田た

中な
か

　
貞さ

だ

雄お

さ
ん

　

田
中
さ
ん
は
平
成
16
年
７
月
か
ら
日
吉

町
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員
に
就
任
さ

れ
、
合
併
後
は
南
丹
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
３

月
か
ら
は
委
員
長
を
務
め
ら
れ
、
現
在
も

ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

各
種
選
挙
に
お
い
て
は
、
選
挙
長
や
開

票
管
理
者
と
し
て
厳
正
な
選
挙
事
務
の
管

理
執
行
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
選

挙
期
間
中
に
自
ら
街
頭
に
立
ち
、
有
権
者

へ
投
票
を
呼
び
掛
け
る
啓
発
活
動
に
も
精

力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
22
日
、
第
60
回
交
通
安
全
国
民
運

動
中
央
大
会
で
、
南
丹
船
井
交
通
安
全
協

会
南
丹
支
部
が
交
通
安
全
優
良
団
体
、
美

山
小
学
校
が
交
通
安
全
優
良
学
校
と
し
て

会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

八や

木ぎ

治お
さ
む

支
部
長
は
、「
今
後
も
交
通
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
」と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
丹
船
井
交
通
安
全
協
会
南
丹
支
部
で

は
、
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に
、
交
通
安

全
運
動
週
間
に
は
、
パ
レ
ー
ド
や
街
頭
啓

発
な
ど
を
実
施
さ
れ
、
年
間
を
通
じ
て
事

故
の
防
止
を
皆
さ
ん
に
呼
び
掛
け
て
お
ら

れ
ま
す
。

南
丹
船
井
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
南
丹
支
部

美
山
小
学
校
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昭
和
49
年
か
ら
養
豚
経
営
を
開
始

し
、
昭
和
56
年
に
は
有
限
会
社
日
吉

フ
ァ
ー
ム
と
し
て
法
人
化
さ
れ
、
代

表
取
締
役
社
長
に
就
任
。
平
成
12
年

か
ら
６
年
間
と
平
成
27
年
か
ら
は
京

都
府
養
豚
協
議
会
会
長
、
平
成
24
年

か
ら
は
一
般
社
団
法
人
京
都
府
配
合

飼
料
価
格
安
定
基
金
協
会
の
理
事
を

務
め
ら
れ
、
45
年
の
長
き
に
わ
た
り

畜
産
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
と
り
わ
け
、
平
成
12
年
に
設
立

の
京
都
府
養
豚
協
議
会
で
は
初
代
会

長
に
就
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
協
議

会
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る「
京
都
ぽ
ー

く
」の
品
質
や
管
理
な
ど
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
豚
に
与
え
る
飼

料
に
食
品
残
さ
、
特
に
パ
ン
く
ず
を

混
合
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
を
確
立
さ

れ
、
臭
み
が
な
く
な
り
甘
さ
が
増
す

な
ど
、
購
買
者
か
ら
の
評
価
が
高
い

豚
肉
の
生
産
に
心
血
を
注
が
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
受
章
に
際
し
、
北
側
さ
ん

は「
思
わ
ぬ
受
章
で
驚
い
た
が
、
自

分
の
行
い
が
実
っ
て
う
れ
し
い
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
食
の
ブ

ー
ム
と
言
わ
れ
る
中
、
自
分
が
作
っ

て
き
た
も
の
が
あ
ち
こ
ち
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
成
果
が
実
っ
て
う
れ
し

く
思
う
と
と
も
に
関
係
の
皆
さ
ま
に

感
謝
し
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

旭日単光章

「畜産業振興と
食文化の推進に尽力」

瑞宝小綬章

「文化・芸術・スポーツ
教育行政の推進に尽力」

小
こ

嶋
じま

　一
かず

夫
お

さん
（園部町･88）

北
きた

側
がわ

　勉
つとむ

さん
（日吉町･71）

人
この道☆ひと筋

秋の叙勲
高齢者叙勲
受章者

秋の叙勲
高齢者叙勲
受章者

　

昭
和
29
年
に
京
都
府
立
図
書
館

に
勤
務
の
後
、
昭
和
38
年
か
ら
昭

和
61
年
ま
で
旧
府
立
総
合
資
料
館

（
現
：
京
都
学
・
歴
彩
館
）に
て
勤

務
さ
れ
同
館
の
次
長
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

在
職
中
は
、
図
書
や
行
政
資
料
、

古
文
書
な
ど
の
収
集
や
整
理
な
ど

を
担
い
、
後
に
国
宝
、
そ
し
て
世

界
記
憶
遺
産
と
な
る「
東
寺
百
号
文

書
」の
公
開
や
マ
イ
ク
ロ
化
事
業
な

ど
に
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
61
年
か
ら
３
年
間
は
京
都
府

企
画
管
理
部
文
化
芸
術
室
長
を
務

め
ら
れ
、
第
43
回
国
民
体
育
大
会

（
京
都
国
体
）の
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術

部
門
を
担
当
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成

元
年
か
ら
１
年
間
は
府
立
総
合
資

料
館
館
長
と
し
て
文
化
財
行
政
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
退
職

後
の
平
成
３
年
か
ら
は
旧
園
部
町

教
育
委
員
、
平
成
６
年
か
ら
５
年

間
は
教
育
長
と
し
て
、
園
部
・
園

部
第
二
小
学
校
の
建
設
や
小
学
校

の
完
全
給
食
化
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

　

小
嶋
さ
ん
は「
好
き
な
分
野
に
通

じ
た
仕
事
が
で
き
、
仕
事
仲
間
や
家

族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今

回
、
受
章
に
つ
な
が
っ
た
。
大
変
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
」と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

勲
章
は
、
国
家
や
公
共
に
対
し
て
功
労

の
あ
っ
た
方
に
国
か
ら
授
与
さ
れ
る
記
章

の
こ
と
で
、
春
秋
叙
勲
の
ほ
か
に
、
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
、
高
齢
者
叙
勲
、
死
亡

叙
勲
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

春
秋
叙
勲
は
年
に
２
回
、
４
月
29
日
と

11
月
３
日
付
け
で
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
死
亡
叙
勲
は
勲
章
授
与
の
対
象
と
な

る
べ
き
方
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
、
春
秋

叙
勲
と
は
別
に
随
時
勲
章
を
授
与
さ
れ
ま

す
。

☆
叙
勲
は
栄
誉
の
し
る
し
☆
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南丹市景観計画について
　南丹市では平成26年4月1日から、景観条例（平成25
年12月20日条例第23号）を施行しています。
　この条例は、市内の地域に景観計画区域を定め、建
築物や工作物の新築や移転、屋根や外壁の塗り替えな
どの行為に対して、形状や色彩に一定の基準を設け、南
丹市のもつ素晴らしい景観を守っていくための条例で
す。
　南丹市では現在、美山町地域を景観計画区域に定め
ています。下記の概要もご覧いただき、景観に対してご
理解とご協力をお願いします。
　また、地域の景観を守るための市民活動の情報があ
りましたら、地域振興課までお知らせください。

景観の小窓

〜紹介編〜

景観計画区域
南丹市美山町地域

【景観条例についてのお問い合わせ先】
南丹市役所　地域振興部　地域振興課　　℡：0771-68-0019
南丹市HP　南丹市景観計画について（詳細パンフレットあり）
URL：http://www.city.nantan.kyoto.jp/www/shisei/106/002/001/index_12732.html

南丹市景観形成基準（守ってもらう基準：建築物について）
高さ

15ｍ以下

形態・意匠等
周辺の景観と調和
したものとする

緑化・植栽
敷地内の緑化に

努める

門・塀・柵
自然景観や街並み
景観に配慮する

◆�建築物の屋根、外壁の色彩は、下記に示したマンセル表式系で示した
彩度、明度の範囲とします。ただし、外壁を正面から見て10%未満の
アクセントカラーの部分はこの限りではありません。

　※マンセル表式系とは…色彩を、色の三属性（色相・明度・彩度）によって表す数値。

南 丹 市 景 観 条 例　〜基本理念〜

　「市民も来訪者も“ほっ”とできる癒しのまち　南丹市」
　住む人が「ここに住んで良かった」「いつまでも住み続けたい」と愛着と誇りを持ち、訪れた人々が
「また訪れたい」「ここに住んでみたい」と感じる魅力ある景観の形成を目指します。

届出の対象となる行為

屋根や壁の塗替え等
外観を変更することとなる修繕

若しくは模様替えまたは色彩の変更
変更する部分の面積が

正面から見て１０㎡を超えるもの

建築物
新築・増築・改築・移転
全て届出が必要

工作物
新築・増築・改築・移転・色の塗替えなど
高さが８ｍを超えるもの又は
築造面積が８㎡を超えるもの

※土地の形質変更や屋外での物件堆積も、一定の基準を超えると届出が必要です。

景観計画の対象区域：美山町地域全域
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福祉とわたし＜＜＜for our happiness＞＞＞
福祉は、私たち一人ひとりが幸せに暮らすためにあります。

�

も
ら
え
る
高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流
を

通
じ
、
心
の
安
定
を
得
ら
れ
、
自
己
肯

定
感
を
も
ち
、
生
き
る
力
の
基
礎
で
あ

る
主
体
性
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

り
ば
て
ぃ
や
参
加
者
の
方
々
か
ら

は
、
園
児
の
元
気
に
触
れ
、
笑
顔
に
溢

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
園
児
た
ち
か
ら

「
り
ば
て
ぃ
さ
ん
」と
呼
ん
で
も
ら
え
る

こ
と
、
園
児
が
成
長
し
、
そ
の
意
味
を

知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。

　

世
代
間
交
流
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
関
係
者
が
、
福
祉
の
こ
こ

ろ
を
育
み
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
の
輪

が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
レ
ポ
ー
ト

その 9

ペラッ

ふむふむ
メモメモ

大矢隊員 嶋田隊員

新庄

鶴ヶ岡

こんな感じの

小冊子

できたて

ふたりはいま、それぞれの地域で

得意技を使って活動しています

それは…

なのです！

こんな活動を

頑張っていて…

編集やデザインを

得意としている

協力隊 3 期

…

お問い合わせはこちら

（nantan.doors@gm
ail.com）

その9
イラスト・大矢隊員

◎『
南
丹
辞
典
』収
録
の
南
丹
を
知
る
言
葉

ツ
バ
メ【
つ
ば
め
】

四
月
ご
ろ
渡
っ
て
く
る
ツ
バ
メ
は
な
ぜ
か
人
家
に

巣
を
つ
く
り
た
が
る
。
古
い
家
で
は
縁
起
の
よ
い

鳥
と
し
て
大
事
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
美
山
で
は
、

ツ
バ
メ
専
用
の
窓
が
玄
関
扉
の
上
部
に
空
け
て
あ

る
家
ま
で
あ
っ
た
。

◎
協
力
隊
ニ
ュ
ー
ス

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
南
丹
市
全
体
の
魅
力
を
掘

り
下
げ
て
、
発
信
し
て
い
く
媒
体「N

A
N

T
U

RN

」

の
新
企
画
が
動
き
だ
し
ま
す
。

南
丹
市
を
歩
き
回
っ
て
、
出
会
っ
た
人
や
場
所
を

記
録
し
て
い
く
冊
子
に
な
り
ま
す
。
協
力
隊
と
わ

か
る
よ
う
に
目
印
を
つ
く
り
ま
す
の
で
道
で
見
か

け
ら
れ
た
際
は
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
：
南
丹
市
地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８

−

０
０
１
９

1
2

3
4

子
育
て
支
援
課

　

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
７

高
齢
者
と
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
育
ま
れ
る
福
祉
の
こ
こ
ろ

　

市
立
園
部
保
育
所
の
５
歳

児
ク
ラ
ス
で
は
、
年
に
５
回

程
度
、
地
域
の
高
齢
者
の

方
々
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
工
作
を
し
た
り
、
体

を
動
か
し
て
遊
ん
だ
り
す
る

う
ち
に
、
お
互
い
に
打
ち
解

け
て
、
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
交
流
を
一
緒
に
企

画
、
運
営
し
て
い
る
の
は
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
り
ば
て
ぃ
」で

す
。
高
齢
の
方
々
の
居
場
所

づ
く
り
を
主
な
目
的
と
し

て
、
園
部
保
育
所
に
隣
接
す

る
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
身
の
言
葉
や
、

し
ぐ
さ
、
行
動
を
あ
り
の
ま
ま
受
け
て

▲素敵なクリスマスリースができました

▲一緒にものづくりに取り組みます
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◆
今
後
の
展
望

　

今
回
は
、
普
段
、
調
理
を
さ
れ
な
い

男
性
が
、調
理
体
験
や
試
食
を
通
し
て
、

交
流
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。「
今

後
は
地
域
に
住
む
子
ど
も
た
ち
と
そ
の

家
族
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
子
育
て
世

帯
が
集
え
る
場
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」と
展
望
も
新
た
に
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
食
を
通
じ
た
地
域

づ
く
り
の
取
り
組
み
が
広
が
る
よ
う
、

応
援
し
て
い
き
ま
す
。

食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

—40—

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

〜
お
や
つ
作
り
に
挑
戦
〜

　

１
月
19
日
に
子
ど
も
が
喜
ぶ
お
や
つ

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
地

元
の
カ
フ
ェ「
べ
ん
べ
ん
」の
山や

ま

下し
た

彩さ
い

子こ

さ
ん
を
招
き
、
約
10
名
の
参
加
者
が
ホ

ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
マ
フ
ィ
ン
と
ア

イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
に
挑

戦
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
マ
フ
ィ
ン

は
、
生
地
を
カ
ッ
プ
の
７
分
目
ま
で
注

ぎ
、
１
８
０
度
の
オ
ー
ブ
ン
で
約
20
分

焼
き
ま
す
。

　

ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
ク
ッ
キ
ー
は
生
地

を
棒
状
に
し
、
ラ
ッ
プ
に
包
ん
だ
状
態

で
冷
凍
庫
で
冷
や
し
、
５
ミ
リ
程
度
に

切
っ
た
も
の
を
１
８
０
度
の
オ
ー
ブ
ン

で
約
15
分
焼
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス

マ
フ
ィ
ン
に
レ
ー
ズ
ン
を
加
え
、
ア
ク

セ
ン
ト
を
つ
け
ま
し
た
。

　

講
師
の
山
下
さ
ん
の
よ
う
に
上
手
く

か
き
混
ぜ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
参
加
者

ら
は「
家
で
は
台
所
に
立
つ
こ
と
が
な
い
」

「
料
理
は
食
べ
る
こ
と
が
専
門
だ
」と
口
ぐ

ち
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
完
成
し

た
際
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

▲焼きあがったおやつ

▲交代しながら生地づくりに挑戦

▲出来上がったおやつを試食する参加者

◆
み
ん
な
で
試
食

　

で
き
あ
が
っ
た
お
や
つ
は
机
を
囲

み
、
参
加
者
で
団
ら
ん
を
し
な
が
ら
試

食
を
し
ま
し
た
。

　
「
料
理
は
大
変
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

感
謝
の
気
持
ち
で
い
た
だ
く
よ
う
に
し

ま
す
」「
自
分
で
作
っ
た
手
間
の
分
、
味

は
格
別
に
お
い
し
い
」と
好
評
で
し
た
。

胡
麻
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

南
丹
市
日
吉
胡
麻
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
、
地
域
情
報
を
発
信
す
る

と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

◆
男
の
料
理
教
室

　

全
３
回
で
開
催
さ
れ
、
今
年
度
は

　
【
美
味
し
い
珈
琲
の
淹
れ
方
教
室
】 

　
【
子
供
が
喜
ぶ
お
や
つ
教
室
】

　

�【
魚
の
鮮
度
の
見
分
け
方
・
さ
ば
き

方
教
室
】を
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

男
の
料
理
教
室

〜
胡
麻
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
〜▲山下氏の説明を聞いている様子
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶96̶

お元気ですか？

栄養士です。

　

問
い
合
わ
せ
先　

保
健
医
療
課

　

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
6

老
化
の
加
速
に
ブ
レ
ー
キ
を
！

今
日
か
ら
始
め
よ
う「
低
栄
養
予
防
」

　
「
低
栄
養
」と
い
う
言
葉
を
耳
に
さ
れ

た
事
は
あ
り
ま
す
か
？
食
が
豊
か
に
な

っ
た
こ
の
時
代
に
、「
栄
養
不
足
に
な

る
は
ず
が
な
い
！
」と
思
い
が
ち
で
す

が
、
実
は
偏
っ
た
食
事
の
取
り
方
に
よ

っ
て
、
栄
養
の
足
り
な
い
状
態
・
低
栄

養
に
な
る
人
は
、少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
高
齢
の
人
は
定
期
的
に
体
の
状

態
を
確
か
め
、
低
栄
養
を
予
防
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

血
中
の
ア
ル
ブ
ミ
ン（
た
ん
ぱ
く
質

の
一
種
）の
値
が
低
く
な
り
、
ま
ず
体

重
減
少
と
し
て
現
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
態
に
な
る
と
、
体
の
老
化
が
加
速

し
て
き
ま
す
。

　

老
化
が
進
む
と
、
抵
抗
力
や
筋
力
の

低
下
が
起
こ
り
、
寝
た
き
り
や
閉
じ
こ

も
り
の
原
因
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。 低

栄
養
に
な
る
と
、
ど
う
な
る
の
？

南
丹
市
の
現
状

　

南
丹
市
で
実
施
し
て
い
ま
す
、
す

こ
や
か
健
診（
75
歳
以
上
）の
受
診
者

８
９
５
人
の
体
格
の
状
況
は
、
左
図
の

と
お
り
で
す
。
や
せ
の
判
定
は
男
性
で

４
％
、
女
性
で
14
％
見
ら
れ
ま
し
た
。

男
女
あ
わ
せ
て
約
１
割
弱
と
な
り
ま

す
。

低
栄
養
予
防
の
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク

　

自
分
自
身
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

い
つ
も
の
習
慣
を
少
し
見
直
す
だ
け

で
、
元
気
で
長
生
き
す
る
生
活
に
つ
な

が
り
ま
す
。

①
体
重
の
変
化
で
チ
ェ
ッ
ク
　

「
や
せ
」の
方
は
低
栄
養
に
な
り
や
す
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
６
ヵ
月
間

で
無
意
識
の
う
ち
に
体
重
が
２
〜
３
㎏

減
っ
て
い
る
人
は
、注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
食
事
の
習
慣
で
チ
ェ
ッ
ク

□
食
事
を
抜
く
こ
と
が
あ
る
。

□�

炭
水
化
物（
う
ど
ん
・
パ
ン
）の
み
で

食
事
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

□
肉
・
魚
・
卵
を
あ
ま
り
食
べ
な
い
。

□
牛
乳
・
乳
製
品
を
毎
日
食
べ
な
い
。

□�

歯
や
口
の
中
の
具
合
が
悪
く
、
食
べ

る
事
に
支
障
が
あ
る
。

※
チ
ェ
ッ
ク
が
多
い
ほ
ど
注
意
が
必
要

予
防
の
た
め
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

　

年
齢
と
共
に
、
食
事
の
量
も
減
少

し
て
き
ま
す
。
少
量
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
食
品
群
を
取
り
入
れ
る
事
が
、
低

栄
養
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
た
く

さ
ん
」よ
り「
ま
ん
べ
ん
な
く
」を
意
識

　やせ
（BMI）18.5未満

　普通
　18.5〜24.9

　肥満
　25.0以上

■75歳以上の体格の状況

し
ま
し
ょ
う
。

　

毎
日
の
食
事
で
、
10
食
品
群
を
ま
ん

べ
ん
な
く
食
べ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

１日の目安は
薄切り肉３枚程度

肉

食
品
群
の
１
日
の
目
安

１０

卵

魚

１日の目安は1個

１日の目安は
１切れ（70g）程度

牛乳・乳製品 野菜

油脂

果物　いも　海藻

大豆・大豆製品

１日の目安は牛乳200ml
またはヨーグルト1個と

チーズ１個程度 

毎食積極的に摂取を

１日に１回
油を使った料理を

１日に１回は摂取を

１日の目安は
豆腐なら1/3丁、

納豆なら1ﾊﾟｯｸ程度
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近
年
、
若
年
層
の
女
性
を
中
心

と
し
て
、
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
出
演

強
要
問
題
や「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」問

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
４
月
は
、
進
学
や
就
職
な

ど
に
伴
い
若
者
の
生
活
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
時
期
で
あ
り
、
こ

う
し
た
被
害
に
遭
う
リ
ス
ク
が
高

ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」問
題
と
は
、

健
全
な
営
業
を
装
っ
て
女
子
高
生

な
ど
を
勧
誘
し
、
性
的
な
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
提
供
さ
せ
る
問
題
で
す
。

こ
の
問
題
で
は
、
本
人
の
危
険
性

に
対
す
る
認
識
が
低
い
、
学
校
や

家
庭
に
居
場
所
が
な
い
、
Ｊ
Ｋ
ビ

ジ
ネ
ス
で
働
い
て
い
る
こ
と
を
学

校
や
保
護
者
の
ほ
と
ん
ど
が
知
ら

な
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
Ｖ
出
演
強
要
問
題
お
よ
び

「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」問
題

　

ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
出
演
強
要
問

題
・
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
問
題
に
つ
い

て
は
、
内
閣
府
に
お
い
て
毎
年
４

月
を
被
害
防
止
月
間
と
し
て
位
置

付
け
、
啓
発
サ
イ
ト
に
お
い
て
主

な
事
例
や
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
映
像
・
画
像
が
ネ
ッ
ト

で
流
出
す
る
二
次
被
害
に
悩
ん
だ

り
苦
し
み
続
け
る
の
は
、
ア
ダ
ル

ト
ビ
デ
オ
出
演
強
要
問
題
や
Ｊ
Ｋ

ビ
ジ
ネ
ス
問
題
だ
け
で
な
く
、「
リ

ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
」に
お
い
て
も
同

じ
で
す（
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
と
は
、

性
的
な
画
像
な
ど
を
そ
の
撮
影
対

象
者
の
同
意
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
公
表
す
る
行
為
の
こ
と

で
す
）。

　

軽
い
気
持
ち
で
の
撮
影
、
送
信

は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
を

招
き
ま
す
。
親
し
い
間
柄
で
も
一

線
を
引
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ふ・れ・あ・い

―第41回―

「異年齢集団で育つ心」

園
部
第
二
小
学
校
で

は
、
全
校
児
童
を
三

つ
の
色
に
分
け
、
６
年
生
を

班
長
と
し
た
異
年
齢
集
団
活

動「
な
か
よ
し
班
活
動
」を
行

っ
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、

な
か
よ
し
班
遊
び
や
運
動
会

で
の
色
別
競
技
、
大
縄
大
会

な
ど
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
６
年
生
が
中
心
と
な

る
こ
と
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

や
自
己
肯
定
感
を
育
て
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
行
わ
れ
た
大
縄
大
会
で
は
、

６
年
生
だ
け
で
な
く
上
級
生
が

下
級
生
を
思
い
や
る
場
面
が
た
く
さ
ん

見
ら
れ
ま
し
た
。
朝
活
動
の
練
習
が
始

ま
る
前
に
は
、
６
年
生
が
必
ず
１
年
生

を
迎
え
に
行
き
ま
し
た
。
大
縄
練
習
で

は
、
高
学
年
の
子
が
低
学
年
の
子
に
跳

び
方
の
コ
ツ
を
教
え
た
り
、
上
手
に
背

中
を
押
し
て
あ
げ
た
り
、
跳
び
や
す
く

す
る
た
め
に
縄
の
回
し
方
を
ゆ
っ
く
り

し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
誰
か

が
ひ
っ
か
か
っ
た
り
、
跳
ん
だ
回
数
が

少
な
か
っ
た
り
し
て
も「
次
は
頑
張
ろ
う

な
」と
か「
も
う
ち
ょ
っ
と
で
跳
べ
る
で
」

と
い
う
声
か
け
が
各
班
か
ら
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。
得
意
な
子
も
そ
う
で
な
い

子
も
、
そ
し
て
学
年
関
係
な
く
互
い
に

声
を
か
け
合
い
な
が
ら
各
班
の
団
結
力

78

AV出演強要・
JKビジネス等の
相談窓口

◆京都府警察本部
　電話：075-451-9111
◆警察相談専用ﾀﾞｲｱﾙ
　電話：#9119
最寄りの警察でも相談可

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
な
か
よ
し
班
遊
び
で
は
６

年
生
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
自

分
た
ち
の
班
の
遊
び
の
内
容
を
考
え
て

遊
び
を
し
ま
す
。
ど
の
班
も
、
楽
し
そ

う
に
笑
っ
た
り
、
仲
良
く
遊
ん
だ
り
す

る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
様
子
が
見
ら
れ
ま

し
た
。異

年
齢
と
の
行
動
を
共
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
他
と
の
違
い
を

考
え
、
互
い
を
尊
重
す
る
気
持
ち
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
引
き

続
き
異
年
齢
集
団
で
の
活
動
を
核
と
し

た
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、
自
分
を

そ
し
て
友
達
を
大
切
に
で
き
る『
そ
の
に

っ
こ
』を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　
（
園
部
第
二
小
学
校
人
権
教
育
主
任

今い
ま

西

西　

良り
ょ
う

子こ

）

に
し
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
っ
て
？

〜
調
べ
も
の
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
〜

No.81

イメージキャラクター“なびっと”

—第66回—
消費生活情報

「フリマサービスの
トラブルに注意」

フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス

「
ト
ラ
ブ
ル
は
個
人
間
で
解
決
」

が「
偽
物
だ
」「
い
や
本
物
だ
」、「
商

品
が
届
か
な
い
」「
送
っ
た
」な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

●
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
で
の
取
引
は
、
基

本
的
に
売
主
と
買
主
と
の
個
人
間
の

取
引
で
す
。
利
用
規
約
で
は
、
ト
ラ

ブ
ル
は
当
事
者
間
で
解
決
す
る
よ
う

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
理
解

し
ま
し
ょ
う
。

●
利
用
す
る
際
は
、
利
用
規
約
を
よ

く
読
み
、
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
や
禁
止

行
為
な
ど
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

●
当
事
者
間
で
話
し
合
っ
て
も
、
運

営
事
業
者
に
相
談
し
て
も
、
交
渉
が

進
ま
な
い
場
合
は
、
問
題
点
の
整
理

な
ど
を
行
う
た
め
、
消
費
生
活
相
談

窓
口
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
商
工
課
）

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

○
南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

簡
単
に
言
う
と
、
利
用
者
さ
ん

の
調
べ
も
の
の
相
談
に
の
る
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
で
す
。
調
べ
も
の
と

い
う
と
堅
苦
し
く
聞
こ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば「
今
や
っ

て
い
る
ド
ラ
マ
の
原
作
本
っ
て
あ

る
？
」や「
捕
ま
え
た
虫
の
飼
い

方
を
知
り
た
い
」と
い
う
よ
う
な
日

常
の
疑
問
も
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
で
す
。

図
書
館
員
は
そ
う
い
っ
た
疑
問
が

解
決
で
き
る
よ
う
に
、
資
料
を
探

す
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
お
答
え
で
き
な
い
質
問
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

★「
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
」と
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
個
人
同
士
が
商
品
な

ど
を
取
引
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
。

●
購
入
者
と
出
品
者
の
間
で
、
商
品

ひ
と
こ
と
助
言

『
魔
法
の
た
い
こ
と
金
の
針
』

  
作  
：
茂
市
　
久
美
子

  

画  
：
こ
み
ね
　
ゆ
ら

発
行 

：
あ
か
ね
書
房

昔
な
が
ら
の
仕
立
て
屋
さ
ん
平
井

洋
裁
店
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
な

ん
と
鬼
の
子
。
破
れ
た
た
い
こ
を

直
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
す
が

…
。
不
思
議
な
お
客
さ
ん
が
訪
れ

る
お
話
四
編
が
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

新
刊
紹
介

天
国
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
猫
の
も

も
ち
ゃ
ん
。
飼
い
主
の
女
の
子
は

本
当
は
も
も
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な

の
に
、
猫
な
ん
て
は
じ
め
か
ら
い

な
き
ゃ
よ
か
っ
た
と
考
え
て
し
ま

い
ま
す
。

『
ね
こ
な
ん
て
い
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
』

  

作  

：
村
上
　
し
い
こ

  

絵  

：
さ
さ
め
や
　
ゆ
き

発
行
：
童
心
社

利
用
規
約
を
よ
く
読
ん
で
か
ら

利
用
し
ま
し
ょ
う

事例１ ブランドのバッグを出品し、
商品を送付した後、代金を受け取った
が、「バッグは偽物だったので返金す
るように」と連絡があった。バッグは
正規店で購入した本物だ。フリマサイトに相談したが、
自分たちで解決するようにと言われた。(60歳代女性）

事例２ フリマアプリに洋服を２万８千
円で出品し、購入者に発送したが「商品
が届かない」と苦情を受けた。アプリ運
営事業者に対応を求めても回答が遅く、
購入者から商品発送を求められ困ってい
る。（30歳代女性）

（独）国民生活センター

見守り新鮮情報
第349号などより
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▲「夏のボランティア体験」にて演奏するメンバー

〜らべんだ〜ず　オカリナ　アンサンブル〜
聴く人に感動を届ける

《問い合わせ先》
南丹市社会福祉協議会 園部事務所

TEL：（0771）62-4125

活動の様子（1／18）
　

オ
カ
リ
ナ
演
奏
グ
ル
ー
プ「
ら
べ
ん

だ
〜
ず　

オ
カ
リ
ナ　

ア
ン
サ
ン
ブ

ル
」は
日
吉
町
で
行
わ
れ
た
生
涯
学
習

を
き
っ
か
け
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
女
性
12
名
で
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
に
は
京
丹
後
市
在
住
の
方
も
在

籍
さ
れ
て
お
り
、
市
内
外
問
わ
ず
幅
広

く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
毎
週
土
曜
日
に
日
吉
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
一
室
を
利
用
し
行
わ

れ
て
お
り
、
月
に
数
回
ほ
ど
福
祉
施
設

や
南
丹
市
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で

演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
全
員
が
オ
カ
リ
ナ
未
経
験

だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
先
生
の
教
え
を

受
け
な
が
ら
、グ
ル
ー
プ
練
習
を
行
い
、

練
習
日
以
外
で
も
自
宅
で
個
人
練
習
に

励
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
や
演
歌
な
ど
、
幅
広
く

演
奏
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
１
月
頃
に
は

必
ず
新
曲
を
決
め
、
７
月
に
開
催
す
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
お
披
露
目
し
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
は「
新
し
い
曲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
り
、
皆
と
音
を
合
わ
せ
た
り
す
る

の
が
難
し
い
」と
苦
労
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、「
苦
労
す
る
か
ら
こ
そ

ぴ
っ
た
り
音
が
あ
っ
た
時
は
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
り
、自
信
が
付
い
た
り
す
る
」

と
苦
労
が
故
の
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
演
奏
後
に
涙
を
流
し
て
感

動
し
て
い
る
お
客
さ
ん
が
い
た
り
、「
す

ご
く
良
い
演
奏
を
聴
け
ま
し
た
。
ま
た

来
ま
す
」と
言
わ
れ
た
と
き
は
、
一
生

懸
命
に
練
習
し
て
よ
か
っ
た
と
実
感
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
曲
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」と
メ
ン
バ
ー
は
目

標
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

オ
カ
リ
ナ
好
き
が
集
ま
る「
ら
べ
ん

だ
〜
ず　

オ
カ
リ
ナ　

ア
ン
サ
ン
ブ

ル
」の
皆
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
オ
カ
リ

ナ
が
奏
で
る
澄
ん
だ
音
色
が
、
聴
く
人

に
感
動
を
お
届
け
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

オカリナにはさまざまな種類があります。

皆で音を合せる練習をします。

一緒に奏でてみませんか
　「らべんだ〜ず　オカリナ　アン
サンブル」は会員を募集していま
す。
　毎週土曜日に「日吉町生涯学習
センター」で活動しています。
　オカリナ大好き人間が集まり、
楽しくワイワイとやっています。
　楽譜が読めなくても大丈夫で
す。初心者大歓迎でお待ちしてい
ます。見学もぜひ来てください。



まちの話題を紹介します
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　まちなかの店主たちにプロなら
ではのコツを無料で教わることが
できる「まちゼミナール」が、健康
や食、ものづくりなど、それぞれ
の店舗で取り扱う32のテーマで開
催されました。
　園部まごころステーション「陽だ
まり」では手打ちうどんの体験講座
が行われ、参加者は小麦粉から完
成までの工程を体験し、「家でもで
きる」と自信が付いた様子でした。
　布安商店では魚のさばき方講座
が行われ、参加者はアジを三枚に
おろしてお造りにするまでの工程
を体験しました。

　2月8日、明治国際医療大学と地域住民との交流を目
的に、南丹市学生交流プロジェクト「明治国際医療大学
視察ツアー」を市と大学で共催しました。地域住民ら約
30人の参加があり、日頃、学生が学んでいる鍼灸や柔
道整復、救急救命学科の内容を、参加者に公開されま
した。東洋医学の健康法やツボの知識が披露されたほ
か、温めて治すホットパックや心臓マッサージの体験が
ありました。
　また、交流会では大学が行う地域連携の紹介や地域
住民の活動紹介などがあり、互いに交流を深めました。

「
冬
の
大
堰
川
で
心
も
体
も
あ
っ
た
ま
る
」

「
学
生
ら
に
教
わ
っ
て

体
験
し
、
交
流
す
る
」

（
１
／
26　

２
０
２
０
年
南
丹
市
大
堰
川
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
）

（
２
／
８　

南
丹
市
学
生
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 　

「
明
治
国
際
医
療
大
学
視
察
ツ
ア
ー
」）

▲一斉にスタートを切る参加者

◀
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
を
体
験
す
る
参
加
者

▲包丁で麺を切る参加者

▲完成したお造り

「
プ
ロ
か
ら
技
を
学
ぶ
ま
ち
ゼ
ミ
を
開
催
」 

（
２
／
１
〜
２
／
29　

第
２
回
南
丹
ま
ち
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）

　1月26日、冬の恒例行事となった2020年
南丹市大堰川ジョギング大会が八木運動公園
周辺で開催されました。
　南丹市体育協会が主催され、2.3㎞と5㎞
の部、公園内1.5㎞を走るファミリージョギ
ングの部があり、日頃スポーツ少年団で活動
する小・中学生のほか、一般の方や体力自慢
の高齢者ら約230人が参加しました。スター
トのピストルが鳴ると同時に、参加者は一斉
に駆け出し、八木の町を颯爽と駆け抜けまし
た。
　走った後は、地元産の野菜や企業から提供
いただいた食材を使った「大堰川なべ」が振る
舞われ、冬の八木町を全身で満喫しました。



まちの話題を紹介します
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　1月25日から2月1日にかけて、冬
の風物詩となった第15回 美山かや
ぶきの里 雪灯廊が開催されました。
22棟のかやぶき民家がライトアップ
され、幻想的な光景を一目見ようと、
多くの観光客が訪れました。
　全国的な暖冬が影響し、積雪がない
状態となったため、今回は雪で灯籠を
作る体験ができなくなってしまいまし
たが、観光客らは集落内を歩いたり、
カメラで撮影されたりするなど、思い
思いの時間を過ごしました。

　12月7日、クアスポくちたん（京都
府立口丹波勤労者福祉会館）で第10回
クアスポ祭りが開催され、モデル・
タレント、トライアスロン選手とし
て活躍中の道端カレンさんが「美しく
生きる」と題して講演されました。道
端さんは「京都丹波トライアスロン大
会in南丹」にも2回、出場されていま
す。
　一問一答形式で進められた講演で
は、美しさの秘訣や食事、子育てなど
の話題がありました。運動では「ハー
ドルが低いところから始め、楽しく続
けることが大事」と話されました。

　12月15日、中央図書館で冬のお楽しみ
会が開催され、30人の親子らが参加しま
した。クリスマスに関連した『いろいろクリ
スマス』『ハリネズミと金貨』の読み聞かせ
があり、子どもたちは目を輝かせながら、
絵本の世界に引き込まれていました。
　その後は、フェルト生地やリボンなどを
使ったクリスマスポシェット作りがあり、飾
りのデザインなどを親子で考えながら工作
しました。完成すると、「サンタさんのプレ
ゼントが楽しみ」と喜びの声があがっていま
した。

「
暗
闇
に
照
ら
さ
れ
る
か
や
ぶ
き
の
里
」

「
モ
デ
ル
に
聞
く
“
美
し
く
生
き
る
”
秘
訣
」

「
絵
本
と
ク
リ
ス
マ
ス
が
楽
し
く
な
る
」

「
効
果
的
な
チ
ラ
シ
作
り
の
方
法
を
伝
授
」

（
12
／
７　

第
10
回
ク
ア
ス
ポ
祭
り
）

（
12
／
15　

冬
の
お
楽
し
み
会
）

（
２
／
４　

第
８
回
市
民
活
動
団
体
交
流
会
）

▲ライトアップされたかやぶきの里

▲質問に答える道端さん

（
１
／
25
〜
２
／
１　

第
15
回 

美
山
か
や
ぶ
き
の
里 

雪
灯
廊
）

　2月4日、第8回市民活動団体交流会を市
役所で開催しました。
　チラシ作りをテーマに、わざどころ
PONの藤

ふじ

村
むら

香
か

菜
な

子
こ

さん、ワタリドリ写真
部の村

むら

上
かみ

直
なほ

代
よ

さん、地域おこし協力隊の嶋
しま

田
だ

翔
しょう

伍
ご

さんが講師となり、講演が行われま
した。情報集めやターゲットの設定、デザ
インなど、チラシ作りのノウハウについて
話されました。その後は講師3人と参加者
を交えてのトークセッションがあり、参加
者は、過去に作成したチラシを講師に見て
もらいアドバイスを受けていました。

▲チラシ作りのポイントを話す３人の講師（右）と進行を務め
たNPO法人テダスの田

た

中
なか

利
とし

彦
ひこ

さん（左）

▲夢中でポシェットを作る子どもら
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

▲設計図を基に、釘の打ち方や木材の
つなぎ方を工夫し、自分の作品を作り
上げることができました。

▲鏡に映すと、滝が立体に見えるよ
うに構成を考え、水が流れ落ちてい
る場面を表現できています。

　

大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」が

始
ま
り
、
南
丹
市
の
歴
史
も
注
目

が
集
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
よ
り
一
層
、
広
報
活
動
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
け
で
な

く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
手
洗
い
う

が
い
を
徹
底
し
、
体
調
管
理
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。�

（
Ｍ
）

※
担
任
の
先
生
、
担
当
教
科
の
先
生

の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

━ 

南
丹
市
立
八
木
西
小
学
校 

━

 

編
集
後
記

な
ん
た
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
−78−

●総人口：31,475人（−36)
　（男：15,238人

（−8）
・女：16,237人

（−28）
）

●世帯数：14,220世帯（−17)
（令和2年2月1日現在）

（　）内は前月比

●
園
部
町

小こ

西に
し　

真ま

緒お

ち
ゃ
ん（
8
カ
月
・
右
）

野の

口ぐ
ち　
　

凛り
ん

ち
ゃ
ん（
８
カ
月
・
左
）

「7月29日に2時間差で生まれたお友達。
　　　　すくすく元気に大きくなってね︎♡」（父・母より）　　

2020.2・3

「
保
育
士
」

葊ひ
ろ

瀨せ　

柚ゆ
ず

季き

さ
ん
（
6
年
）

「
自
然
と
人
」

森も
り

口ぐ
ち　

愛あ

紗さ

陽ひ

さ
ん
（
5
年
）

「
木
ラ
ノ
ザ
ウ
ル
ス
」

吉よ
し

田だ　

夏な
つ

樹き

さ
ん
（
3
年
）

「
水
え
い 

が
ん
ば
っ
た
よ
」

山や
ま

本も
と　

歩あ

夢む

さ
ん
（
2
年
）

▶
将
来
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
い
て
い
る
所
や
保
育
士
ら
し
い
服
装

を
上
手
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　

広
報
な
ん
た
ん
12
・
１
月
号
の
記
事
に

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◇
16
ペ
ー
ジ
：
３
段
目「
令
和
元
年
度

　

戦
没
者
追
悼
式
」開
催
日

（
誤
）10
月
24
日 

（
正
）10
月
21
日

▲水面に上がってくる様子と躍動感が
伝わるように、水しぶきや力強い腕な
どで表現しました。




